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啓発事業の歩み

～ 伊豆沼・内沼の自然フォトコンテスト ～

審査員　井　村　　　淳

伊豆沼・内沼の自然フォトコンテスト

　伊豆沼・内沼の自然フォトコンテストは、ラムサー

ル条約登録４０年の年に第３５回を迎えます。このコ

ンテストの審査は第２４回より前任の我師匠の写真家

竹内敏信氏より引き継ぎました。一つのフォトコンテ

ストが３５年も続いていることは歴史でもあり素晴ら

しいことで敬意を表すと当時に審査員をさせていただ

いていることを誇りに思っています。

　ラムサール条約という言葉はよく耳にしていました

が、実際にはどんな条約なのかは、審査員をやらせて

いただくことが決まってから、インターネットで改め

て確認してみました。それまでは写真家としては、伊

豆沼・内沼の「マガンの群れの飛翔を見たい、撮りたい」

とメインイベント的なシーンを思い浮かべ、「大切な

自然を保護しましょう」という条約かなと簡単に考え

ていました。しかし、湿地帯における水鳥を頂点とする、

生態系全体のバランスが重要で、水質や植物、生物の

調査や気候変動の影響、鳥インフルエンザなどなど

色々な要因を想定しながら保護、管理されていました。

その生態系が守られているから、マガンの群れの飛翔

のシーンが見られ続けているのです。人間と自然が共

存していくには、人間が自然を保護し続けていく必要

性を理解すると、どんな小さな自然でも一人ひとりの

見る目が変わってくるかもしれません。また、伊豆沼・

内沼の周辺には多くの田んぼや畑があります。１０万

羽を超えるマガンなどの水鳥の群れが食事できる環境

があることも不可欠な要因と言えるでしょう。これら

の伊豆沼・内沼を取り巻く自然が高水準に維持されて

いるからこそ水鳥が毎年やってきてくれるのです。

　写真はその場に行かなければ写すことはできません。

五感を使ってこの素晴らしい伊豆沼・内沼の自然を写

真で表現してください。年に数回あるかないかの大自

然の決定的な瞬間はもちろん、花など植物の接写や、

人物がポイントに入る沼の情景など守られてきた美し

い自然の中で捉えた作品をお待ちしています。

撮影にいらっしゃる際は地元の方々に迷惑にならない

ようご配慮いただき、水鳥のねぐらにライトが当たら

ないなどご注意をお願い致します。皆さんの傑作を拝

見できるのを楽しみにしています。
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伊　藤　利喜雄　　　　

■出品者から

　伊豆沼には、最初、電車で来ていた。

　２０歳の頃、新田駅で川嶋さんの撮ったハクチョウ

の写真を見てから、写真を始めた。

　すばらしいと思った。それから５０年以上が過ぎた。

　写真は、誰にも習ったりしていない。自己流だ。

　フォトコンテストは、第１回から出品した。いつも

最優秀賞を狙っている。

　退職してからは、毎日、早朝から通っている。滞在

時間は６～７時間、１０時頃には帰ることが日課だ。

　写真を撮るポイントで多いのが獅子ヶ鼻、会うメン

バーも当初からずいぶん変わってきている。若い人が

多くなった。

　毎日来ていても、伊豆沼は毎朝違う。

　やっぱり、朝の飛びたちの風景が一番、自分の目指

す写真は、いまだ撮れていない。

　撮り続けている写真のデータは、週１回、DVDに

保存している。伊豆沼の写真は、嶋田さん（財団の研

究室長）の本に使ってもらったり、サンクチュアリセ

ンターに展示させてもらったりした。

　昔の伊豆沼は、カラスガイが移動した後が、水の上

から見えるほど水がきれいだった。いろいろな鳥が見

られると言うことは、環境が良いこと。水がもう少し

きれいになってくれれば・・・。

　これからも、元気な限り、伊豆沼を毎日撮り続けた

い。

第７回（H9）　最優秀賞　「コロニーの朝」 第10回(H12)　最優秀賞　 「静寂」

５０年以上の伊豆沼通い

　　　　

岩手県一関市
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　雁の羽音に魅せられて
佐　藤　浩　章　　　　

■出品者から

福島県相馬市

　ラムサール条約登録４０周年を迎えられたことを心

よりお慶び申し上げます。昭和６０年に国内二番目に

登録されてから現在まで、伊豆沼・内沼の環境保全に

ご尽力されてきた県や市また地域の方々、そして財団

職員の皆様には心より敬意を表したいと思います。

　私が、撮影で伊豆沼・内沼を訪れるようになったの

は今から２０数年前、所属していた写真クラブの先輩

に白鳥が撮れる場所として連れて来てもらったのが始

まりでした。そこで雁が一斉に飛び立つ光景を目の当

たりにし、震えるほど感動した事を今でも鮮明に覚え

ています。この体験をきっかけに私の伊豆沼通いが始

まりました。

　通い始めた頃は雁や白鳥、鴨などの水鳥を撮影して

いましたが、葭原や沼周辺の雑木林、水田などにも様々

な野鳥が見られ、それらも魅力と感じるようになりま

した。自分が撮影に訪れる季節は秋冬がメインですが、

蓮が咲き誇り、チョウトンボが舞う夏の光景も好きで、

家族と蓮の観光船に乗ったことも良い思い出となって

います。

　私が伊豆沼・内沼を語る上で忘れられないの出来事

が東日本大震災です。私が住む南相馬市の自宅は、福

島第一原子力発電所から約２０ｋｍのところにあり、

事故後５日目に自主的に避難をしました。 地元が地

震・津波の被害も含め大変な状況でしたが、ニュース

などで伊豆沼周辺の地域が最大震度７だった事を知り、

「白鳥たちは無事北へ帰って行っただろうか？セン

ターの建物に被害はなかっただろうか？」避難中もそ

んな心配をしていた事を今も思い出します。

　震災があったその年の秋、地元の状態もまだ良いと

は言えない状況でしたが、雁の声が聞きたくて伊豆沼

を訪れました。その時撮影した作品 「群翔」が、「伊

豆沼・内沼の自然フォトコンテストでの初めての入賞

となりました。それから８年後、念願の最優秀（宮城

県知事賞）を頂き、決して近くはない伊豆沼・内沼へ、

これまで通い続けて良かったなと思いました。

　自分が暮らすこの東北の地に、生物多様性に富んだ

素晴らしい湖沼があることを誇りに思うと共に、これ

からも写真を通じて伊豆沼・内沼の魅力を伝えていけ

たらと思います。

第21回（H23）　銀賞　「群翔」 第29回（R1）　最優秀賞　「夜明けのドラマ」
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総務課長　菊　地　繁　徳
公益財団法人 宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団

　令和７年第３５回伊豆沼・内沼の自然フォトコンテ

ストで３１年目を迎えます。このフォトコンテストが

長く続けて来られたのも、多くの出展者の方々や関係

者の方々の支えがありましたこと厚く御礼申し上げま

す。

　宮城県伊豆沼・内沼サンクチュアリセンターが平成

３年１月６日に開館し、これを記念して若柳町が、写

真展を開催することとなり、３回目を迎えた年に若柳

町から、もっと大きな写真展にするために地元３町

（若柳町、築館町、迫町）と当財団で開催してほしい

と要望があり、第４回から若柳町から引き継ぐ形で伊

豆沼・内沼の自然フォトコンテストが始まり担当者に

選ばれたのが私でした。

　写真のことは全然無知だった私が一番最初にぶつ

かった試練は、審査員を誰にするかでした。写真関係

の本を読みあさり、自然に精通したプロカメラマンを

探していたとき、一人の写真家の写真集「天地聲聞」

が目にとまり、急いで、連絡を取り東京目白の竹内敏

信事務所の門をたたいたのを覚えています。竹内敏信

先生は、「協力するので審査は僕一人にしてくれ、こ

の写真展を長く続けてくれ」と審査員の承諾をいただ

き、地元４団体による新しい第４回伊豆沼・内沼の自

然フォトコンテストがスタートしました。

　年２回の東京目白竹内敏信事務所、竹内先生は私の

目の前で１次審査を行うのですが、一つ一つ私にわか

るよう説明を行い審査します。写真は撮れませんが、

素人の私も先生の影響で写真を見る目は、肥えたよう

な気がします。ある日、竹内先生は１次審査が終わる

と気さくに、近所で弁当を買ってくるので昼飯食べて

行くかと聞かれ、スタッフと一緒に昼食をごちそうに

なった記憶が蘇ります。

　審査員が縁で何度か伊豆沼・内沼にも足を運んでい

ただいて、撮影を案内したこともあり、写真集の中に

も伊豆沼・内沼の写真が掲載されています。

　生前、「写真学校は開催しない」と口癖のように話

されていましたが、残念ながら令和４年２月２７日逝

去されました。第２４回からは弟子でもある井村淳先

生に引き継がれ、第３５回フォトコンテストを迎えよ

うとしています。尽力いただいた竹内敏信先生には、

大変感謝しています。

　私がフォトコンテストの担当になり、カメラはフィ

ルムからデジタルへ変化し、より身近な物になって、

写真愛好家が増え、伊豆沼でも朝の飛び立ちのシーズ

ンは、車の駐車スペースがない場合もあります。人が

増えればマナー違反が増え、沼へのライト点灯、つ

けっぱなしに罵声が飛んだりもします。生き物に夜間

ライトを向ける行為などは、一人一人が意識すれば改

善する問題なので、もっと自然に気を遣いましょう。

　伊豆沼・内沼の自然フォトコンテストは、今まで多

くの方々に参加いただき、多くの作品を残してきまし

たが、この沼には、まだまだたくさんの自然の瞬間が

眠っています。私たちが普段見ている風景が、一瞬だ

け輝く刻を切取り作品にしていただきたい。

　その作品は、次の世代に引き継ぐ大きな財産になり

ます。

伊豆沼・内沼の自然フォトコンテストを振り返って
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速　水　裕　樹

公益財団法人 宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団

はじめに

　自然と触れ合う機会が子どもの健やかな成長に重要

な役割を果たすことが指摘されるなど、環境教育の必

要性が高まっています。その一方で、環境教育の機会

を提供していた身近な自然である「里海」や「里山」

の荒廃がすすみ、ツキノワグマなどの大型ほ乳類の出

没が問題となっている近年では、安全に環境教育を行

える場所が少なくなりつつあります。

　伊豆沼・内沼では自然に触れ合える場所として、宮

城県が「水生植物園」を整備し、公益財団法人 宮城

県伊豆沼・内沼環境保全財団（以下伊豆沼財団）が管

理を行っています。伊豆沼財団では、「水生植物園」

をフィールドに「自然体験講座」を開催しています。

自然体験講座

　伊豆沼・内沼の自然環境の保全や活用などを目的に

設立された伊豆沼財団は、設立直後の平成元年度より、

依頼があった団体等に講師を派遣し、この地域の自然

を知ってもらうべく活動を行ってきました。その後平

成１４年度からは、財団の事業として自然体験講座を

開催しており、伊豆沼・内沼の自然を通じ、自然を守

ることの大切さを学ぶ場を提供しています。

　自然体験講座には、初夏から初秋にかけて水生植物

園で行われる魚類や昆虫などの採集と、晩秋から冬に

かけて行われる野鳥観察とが用意されています。これ

は、四季の変化に応じて多種多様な生き物がみられる

この地の自然を余すことなく体験するための工夫です。

またこの講座では、当財団がこれまで行ってきた自然

再生事業の事例紹介なども盛り込むことで、この地の

自然とその保全活動について深く知ってもらえるよう

努めています。

　自然体験講座は年に１０回ほど開催されています。
令和６年度までの自然体験講座の参加者数は、延べ

４ ,０８２人にのぼります。今後も内容の改善をすす

めることで、将来を担う子供たちが伊豆沼・内沼を身

近に感じ、共に保全を考えていけるような機会を作っ

ていきます。

おわりに

　伊豆沼・内沼は、かつて東日本の水辺に当たり前に

存在していた自然が残っている数少ない場所です。自

然体験講座を通じて伊豆沼・内沼の自然と触れあった

経験が、この貴重な自然を未来に引き継いでいくきっ

かけになることを願っています。

伊豆沼・内沼における環境教育の歩み

～ 自然体験講座 ～
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自然体験講座に参加して
想うこと

佐々木　裕一郎　　　　

■参加者から

宮城県富谷市

自然体験講座に参加して
　（もうすぐ１０回！）

漆　山　裕　希　　　　

■参加者から

宮城県仙台市

　ラムサール条約登録 40 周年おめでとうございます。

　私と子供達と伊豆沼・内沼の出会いは４年前のコロ

ナ過でありました。時代の閉塞感と娘の自閉症が判明

し、世界が意味や色を失ってしまったかのような時期

に子供達とたどり着いたのが伊豆沼でした。

　「わぁ！」と水面の輝きと広さに心をつかまれ、サ

ンクチュアリセンターに立ち寄り、夏に蓮が咲き乱れ

ることに思いを馳せ、ゼニタナゴ達の水槽の前で時間

を忘れていました。飛び立つマガン達は私を苦しめて

いた緊張感をその壮大な羽ばたきと声で引き裂き、自

然と涙が流れていました。

　もっと伊豆沼と関わりたい気持ちを自然講座は満た

してくれました。蜻蛉達の美しさやライギョの強靭な

鱗に触れ、何気ない小さな植物が絶滅危惧種である事、

先生方は体験と豊富な知識で、世界を生き生きとした

ものにして下さいました。息子は生き物を触れられず

にいたのに、大きなギンブナを喜んで抱くまでになり

ました。

　「マガンは家族で飛んでいる」夜明けに飛び立つマ

ガン達が頭上を行く中で嶋田先生に教えていただきま

した。圧倒的な迫力と力強さ、家族とは？という事に

心を奪われました。

　職員の皆様には世界の見え方を広げていただき、感

謝の気持ちでいっぱいです。近いうちに成長した娘と

も参加したいと考えています。彼女の世界が広がり、

色んな顔や反応が目に浮かび楽しみです。　

　ラムサール条約登録４０年おめでとうございます。

また、地域の保護活動は６０年を迎えているとの事で、

昨年 11 月は記念研修大会にも参加させて頂きました。

若柳に定期的に仕事に行くようになって１５年、今年

還暦の私は不思議な気持ちです。

　「WATARIDORI」という仏映画と、車での若柳―

仙台往復途中で見るマガンの編隊飛行に惹かれ、鳥と

は無縁の生活から一変、私は秋の蕪栗沼や伊豆沼に行

くようになりました。

　ガンの飛び立ち観察会は何度も参加させて頂いてい

ます。

　幸運にも、いつも天気に恵まれました。写真は撮らず、

望遠鏡は首にぶら下げている事が多いのですが、参加

する度に数えきれないマガンの群れの中に身を置く事

が出来ます。そこに嶋田先生の解説。至福のひと時です。

また、観察最適スポットを確保してくれる友の会から

の温かい飲み物、お替わりあり！の美味しい朝食も楽

しみのひとつです。

　さて、渡り鳥のいない今は寂しい限りですが、伊豆

沼周辺の青々と茂っていく田んぼと広い空を眺めて、

遠くシベリアで過ごすマガンに想いを馳せて秋を待ち

ます。勿論、2025 年の体験講座も申し込みます！

地域の方々と専門家の方々には、本当に感謝です！
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矢部 幸一・矢部 美保　

■参加者から

　この度は、ラムサール条約登録湿地指定４０周年誠

におめでとうございます。

　私たち夫婦は野鳥観察が好きで、毎年、冬の伊豆沼

の風物詩ともいえるマガンの飛び立ちの観察会に参加

させていただいております。夜明け前の朝５時３０分

集合からはじまり、現地に行っての観察、寒い中での

心温まるコーヒータイム、そうこうしているうちに伊

豆沼が朝焼けで真っ赤に染まり、太陽が顔を出した瞬

間マガンが一斉に飛び立ちます。その景色とマガンの

鳴き声、大迫力の羽の音（残したい日本の音風景１０

０選）、飛び立っていく姿に鳥肌たちながら見るのが

この観察会の醍醐味です。その他、おいしい朝ごはん

やバスに乗ってのコクガン観察ツアーなど。とても充

実した観察会で、スタッフの皆様のあたたかいおもて

なしに心より感謝申し上げます。

　これからもずっとこの伊豆沼の素晴らしい環境が保

たれますよう、人と自然が共に共生し、豊かに成長し

ていけるよう私たちも出来ることから取り組んでいき

たいと思います。

福島県須賀川市
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伊豆沼・内沼クリーンキャンペーンへの参加

伊藤ハム米久プラント株式会社　小　倉　　訓

　　
　
　

2005年３月の集合写真

　伊藤ハムグループの社是に挙げていた「事業を通じ

て社会に奉仕する」という精神から、会社として様々

な社会貢献活動に取り組んで参りました。グループ会

社の再編に伴い、２０２３年より弊社は伊藤ハム米久

プラント株式会社に社名が変更になりましたが、前身

の伊藤ハムデイリー株式会社時代に遡る２００４年か

ら、弊社が取り組む社会活貢献動の一つとして伊豆沼・

内沼クリーンキャンペーンに参加させていただいてお

ります。私がこの会社に入社して栗原市に関わる様に

なってから、伊豆沼・内沼での各種の環境保全活動が

行われていることを知り、個人的には会社として参加

する更にその７～８年前から、会社が休日となる日に

開催されるクリーンキャンペーンには、当時小さかっ

た子供を連れ、家族全員で参加していました。

　私は塩竃市の出身ですが、私が幼少期に、市内の一

部の川が生活排水等によってヘドロ化し、付近を通行

する際に異臭を感じたという経験から、私たちの自分

中心の生活が自然破壊を起こしていることを実感して

いました。幸い今は下水設備も充実し土壌改良等も行

われ、きれいな川に戻っているようです。この体験が

クリーンキャンペーンに参加するようになった切欠の

出来事だったと感じています。

　クリーンキャンペーンを開催する毎に回収するゴミ

の量が減少しているという話には喜びを感じています

が、水質が改善されるには近道がなく、まだまだ多く

の年月が必要となると思われます。

　私たち一人ひとりの力には限界がありますが、この

ような活動をみんなが理解して協力し合い、更に次の

世代に繋いで行って初めてきれいな環境を取り戻せる

と信じ、今後の行政等の取り組みに期待すると共に、

引き続き活動に参加し続けていこうと思っています。

～ 地域の皆さん・企業の皆さんの支援 ～
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栗原の美しい自然風景「伊豆沼・内沼」
七十七銀行若柳支店長　佐々木　伸　二

　　　

　

　単身赴任でこの地に暮らし始めてから、私は早朝の

ランニング（散歩）を日課とし、季節ごとの風景の変

化を身近に感じています。春の迫川沿いに咲く桜、夏

の田園風景に響く蛙の声、秋の栗駒山の色づきなど、

どの季節にも心を和ませる景色があります。

　寒さ厳しくも美しい栗原の冬には、伊豆沼・内沼に

多くの渡り鳥が飛来します。空が白む前から、互いに

鳴き交わしながら沼から餌場へと優雅に飛び立つ鳥た

ちの姿を見上げるたびに、冬の訪れや終わりを実感し

てきました。全国的にも知られるこの飛来地の存在は

赴任前から知っていましたが、実際、目の当たりにし

たとき、その広がりと静けさの中にある力強さに心を

動かされました。

　この地域では、毎年伊豆沼周辺の清掃活動「クリー

ンキャンペーン」が行われており、私も赴任以来、支

店の仲間と一緒に参加してきました。朝早くにもかか

わらず、集まった多くの企業、団体、地域の皆様が熱

心に清掃活動を行う姿には、伊豆沼・内沼への敬意と

愛情が表れており、参加するたびに温かな気持ちにな

ります。

　地域に根差す金融機関として、七十七銀行若柳支店

も長年にわたりこの活動に参加してまいりました。私

はまだ栗原での生活が３年目ではありますが、このか

けがえのない自然を次の世代へ引き継ぐ大切さは強く

感じています。人と自然が共に歩むこの地の未来が、

これからも伊豆沼・内沼のように美しく輝き続けるこ

とを、心より願っております。

伊豆沼・内沼での環境保全活動

小　倉　千　明株式会社伊藤園
古川支店支店長

　伊豆沼・内沼がラムサール条約に登録されてから、

今年で 40 年という節目を迎えられること、心よりお

祝い申し上げます。この豊かな湿地帯が長きにわたり

守られ、多くの生き物たちの命を育み続けてきたこと

に、深い敬意と感謝を表します。

　株式会社伊藤園では、環境保全と地域貢献を目的と

した社会貢献活動「お～いお茶 Green Tea for 

Good・お茶で宮城を美しく」を展開しております。

この取り組みは、「お～いお茶」製品の売上の一部を

活用し、森林や水資源、生物多様性の保全など、持続

可能な地域社会づくりに貢献する活動です。

2024 年度からは、伊豆沼・内沼においてもこの活

動をスタートいたしました。一般応募で集まった参加

者の皆様と伊藤園社員が共に、水辺の生き物の観察や

ヨシ刈り、在来種であるカキツバタの植栽などを行い、

自然とふれあいながら湿地の保全に取り組んでおりま

す。

　これからも、当社は伊豆沼・内沼の自然の恵みと、

そこに根づく人々の暮らしが次の世代へと引き継がれ

ていくよう、地域の皆様と共に継続的に伊豆沼・内沼

での環境保全活動を末永く続けてまいります。
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第７回（H9）　最優秀賞　「コロニーの朝」

自然豊かな伊豆沼を、次世代に繋ぐために

梶ヶ谷　正　美　　　　
トヨタ自動車東日本㈱
ＰＥ・環境部　環境グループ

　トヨタ自動車東日本では、地域に根差した企業とし

て、地域社会とともに持続可能な未来を築くことを目

指し、さまざまな環境保全活動に取り組んでまいりま

した。その中でも伊豆沼における活動は、私たちにとっ

て特に意義深く感じています。

　伊豆沼は、豊かな生態系を育む湿地として１９８５

年にラムサール条約に登録されて以来、国内外から注

目を集めてきました。我々トヨタ自動車東日本はこの

貴重な自然環境を守り、次世代へと繋いでいくため、

社員ボランティアを募り、ヨシ刈りや外来種除去、生

き物を育む湖岸整備などに継続的に参加させていただ

きました。こうした活動を通じ、従業員の環境意識を

醸成するとともに、改めて伊豆沼の素晴らしさや自然

の大切さを学ぶ機会となっています。

　これらの活動は、単なるＣＳＲの一環ではなく、社

員一人ひとりが自然と向き合い、地域とつながる機会

でもあります。現場で汗を流す中で、自然の変化を肌

で感じ、日頃から伊豆沼と関わる地域の方々と対話を

重ねることで、いつも活動の後は清々しい気持ちにな

り、達成感を感じることができました。

　また、トヨタグループとしても、環境保全を重要な

テーマと位置づけ、各地での活動を通じて地域社会と

の連携を深めています。伊豆沼においても、グループ

各社が協力し合いながら、自然との共生を目指す取り

組みを進めさせていただいています。グループの繋が

りを太く育みながら、今後も伊豆沼の自然保護に関わ

らせていただきたいと願っております。

　ラムサール条約締結から４０年という節目を迎えた

今、私たちは改めて、伊豆沼の素晴らしさや、守り続

ける意義を深く感じています。企業としての取り組み

は、地域の皆様のご理解とご協力があってこそ成り立

つものであり、今後もその信頼に応えていく所存です。

　トヨタ自動車東日本は、トヨタグループの一員とし

て、これからも地域とともに歩み、未来に誇れる環境

づくりに貢献してまいります。

R7.6.28に活動されたトヨタグループ6社のみなさん
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地域とともに進める環境保全活動

岡　本　敦　嗣豊田合成東日本㈱
管理部部長

　この度、ラムサール条約登録 40 周年という節目を

迎えられたことを、心よりお祝い申し上げます。

　弊社の企業理念の一つでもあります、「地域との共

生 環境との調和」をもとに、2015 年より社会貢献

活動の一環として、伊豆沼の環境保全への取り組みを

開始しました。毎年、伊豆沼・内沼環境保全財団の皆

さまをはじめとし、地域の方々や関係団体に協力をい

ただき、ヨシ刈りや散策路整備、希少植物の移植など

の環境保全活動を実施しています。この活動を通じて、

社員自身も自然環境の大切さや地域とのつながりの重

要性を実感しており、企業としての環境意識の醸成に

もつながっています。

　伊豆沼は、国内有数の渡り鳥の飛来地として知られ、

多様な生態系を育む貴重な湿地です。その自然の豊か

さが今も守られているのは、地域の皆さまが長年にわ

たり大切にしてきた結果だと感じています。私たちも、

その想いに共感し、微力ながら未来への一助となるよ

う活動を続けてまいりました。

　今後も「環境と共生する企業」として、伊豆沼の美

しい自然を次世代へつなぐため、地域とともに保全活

動を継続してまいります。

　ラムサール条約登録 40 周年が、伊豆沼の価値を改

めて見つめ直す機会となり、さらに多くの人々にその

魅力が伝わることを願っております。


